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＜宿主等の特性＞

【センダイウイルス (Sendaivirus; SeV, Hemagglutinating virus of Japan; HVJ) 】
クラス2
パラミクソウイルス科、パラミクソウイルス亜科、パラミクソウイルス属。15,348塩基からなる1本鎖の非分節型マイナス鎖RNAをゲノムとして持つ。マウスやラットを自然宿主とする呼吸器ウイルスで、ヒトに対する病原性は否定的である。センダイウイルスは取り扱いが容易で細胞培養レベルから個体レベルに至る研究で多く利用されている。

本研究で用いるのは非常によく研究されたＺ株であり、さらに人為的塩基置換によりＶタンパク質を産生できない。このようなV(-)ウイルスは培養細胞レベルでは野生型とほぼ変わらない表現型を示すが、個体（マウス）レベルでは弱毒化された表現型を示す。
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【ワクシニアウイルス (Vacciniavirus; VV) 】クラス2
　　ポックスウイルス科、チョルドポックスウイルス亜科、オルソポックスウイルス属。約190kbpの線状二重鎖DNAをゲノムとして持つ。天然痘のワクチンとして使用された。

本研究においてはウイルス再構成に際してアンチゲノムRNAなどの合成を行うT7RNAポリメラーゼを発現するワクシニアウイルスvTF7-3(WR株由来)を用いる(下図)。vTF7-3はワクシニアウイルスのチミジンキナーゼ（thymicine kinase; TK）遺伝子にT7 RNAポリメラーゼ遺伝子を挿入した組み換えワクシニアウイルスである。

なお、vTF7-3は譲渡されたものである。
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